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 　全業種の業況感は横ばいも建設業・製造業・サービス業で持ち直している
　
　※全業種のＤＩ値は次の通りである。カッコ内は前回DI値(1月～3月）
　　☑業況感DI値　 ▲3.9(▲3.8)【今後の見通し】1.3(0.0)
　  ☑売上高DI値　　11.7(12.7)
 　 ☑営業利益DI値 　0.0(6.3)

　今回調査で全業種の業況感は横ばい傾向を示す結果となった。個別でみると、製造業・建設業は依然マイナ
ス水準であるが、前回比でそれぞれ2.0、4.8回復を示した。サービス業では10.7回復となり、持ち直してい
る。旅館･飲食業は前回(83.3)程ではないものの、42.9を示し好調が続いている。今後の見通し(7月～9月）に
ついては今期の▲3.9から1.3へと全体として回復の動きが期待される結果となった。
　なお、営業利益DI値は0.0を示し、前回比で6.3悪化した。売上高DI値がプラスを推移している一方で、未だ
に原材料の高騰や供給制約、燃料価格等の高騰に加え、人手不足による人件費上昇の影響を受けていることが
伺える。
　新型コロナの位置づけ変更が与える影響と引き続き物価高騰や供給制約等が及ぼす影響に注視する必要があ
る。
　業種別の業況感DIは次の通り　※カッコ内は(今期)(今後の見通し)
　全体(▲3.9)(1.3)　製造業(▲31.3)(▲12.5)　建設業(▲36.4)(▲36.4)
　卸売･小売業(▲41.7)(▲25.0)　飲食･旅館業(42.9)(33.3)　サービス業(32.1)(27.6 )

＊ＤＩ値(景気判断指数) ＝ (増加・好転等の回答割合) － (減少・悪化等の回答割合)

Ｒ4      
4-6月

Ｒ4      
7-9月

Ｒ4      
10-12月

Ｒ5      
1-3月

Ｒ5      
4-6月

管内業況 ▲ 12.1 ▲ 15.7 ▲ 22.3 ▲ 3.8 ▲ 3.9

県内業況 ▲ 14.7 ▲ 20.4 ▲ 21.9 ▲ 12.1 ▲ 5.5

売上高 18.3 ▲ 1.1 5.3 12.7 11.7

営業利益 ▲ 1.1 ▲ 11.1 ▲ 15.1 6.3 0.0
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＊この調査は、三島地区の中小企業の景況を定期的に把握し、

各事業所の参考にしていただくためのものです。

左表にある項目について、「前年同期との比較」及び

「今後３ヶ月の見通し」について調査し→で表しました。
調査対象169事業所 回答77事業所(回収率 45.6％)

① ② ③ ④ ⑤


